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ー（以下、ＮＵ）にしても、第二の規模を誇るムハマディヤにしても、反汚職を重要なテーマとし始めている。二〇一五年の全国大会の前には どちらの組織も反汚職へのコミットメント 表明した。ＮＵの場合、八月三日から始まる全国大会前 三日間 「ヌサンタラ・ウラマー（イスラーム指導者）会合：反汚職プサントレン（イスラーム寄宿塾）運動づくり」なる会合を開いた。この会合後の記者会見で、ＮＵ内で今なお信奉者 多いアブドゥルラフマン・ワヒド元大統領（故人）の娘であるアリサ・ワヒドは、反汚職プサントレン運動を通じて汚職と戦うジハードを行う必要性を訴えた（
M
edia Indonesia 2015/7/30 ） 。
また、有力なウラマー、アフマド・イショムディ は、汚職は深刻な人道的犯罪であり、長期的な影響があるので、死刑も含めた制裁を科すよう求め 。　
この会合は、ＫＰＫへの援護射
撃の意味もあった。こ 頃 警察によるＫＰＫトップの強引な逮捕や政界で ＫＰＫの権限削減 試みが続いており、市民社会が反対の声を上げなければ、 ＰＫ 骨抜きにされる可能性はおおいにあ
った。インドネシア最大のイスラーム社会組織ＮＵが反汚職ジハードの必要性を訴えるとその影響は大きなものがある。そして、積極的に反汚職運動に乗り出すなかで、ＮＵは左翼系ＮＧＯとして出発したＭＣＷとの連携 始めた。　
このヌサンタラ・ウラマー会合















で地方にまで支持基盤を拡大していき、二〇一五年三月時点で全三四州、四〇〇の県・市に支部 持つに至っている。ＬＡＫＩもＫＰＫを強く支持しており、地方 もＫＰＫ支部を徐々に設置すべきだとまで主張している。ただし 欧米諸国の影響 受けた組織であるとしてＩＣＷとは関係 とうとしていない。　
ＬＡＫＩは警察や司法機関にも
ネットワークがあり、汚職情報を掴んではデモを行っている。二〇一四年三月には、ＬＡＫ と東カリマンタン州クタイ・カルタヌガラ県の県知事との間で合意書が結ばれた。同県は、石油収入によりインドネシアで最も豊かな県である。前県知事は汚職容疑で捕まっ
たが、その娘リタが現知事となっている。リタは、ＬＡＫＩが隣組レベルまで汚職 チェックをすることを認め、村レベルから始まる予算確定のための開発計画会議にＬＡＫＩ幹部の出席を認め、すべての村長、町長、郡長に対して汚職防止・撲滅のため 覚書 ＬＡＫＩ執行部と交わすよう指示をした。ＬＡＫＩが自由に県の末端で汚職撲滅のために関与 ることを認め ことになる。　
ＬＡＫＩは、夫が逮捕されたバ
ンテン州の南タンゲラン県知事や革新知事として有名な南スラウェシ州のバンタエン県知事 も同様の合意書を結ぼうとしている。ＬＡＫＩがこ ような合意書を次々と結ぶことになれば、イスラーム急進派の勢い 増す。イスラーム急進派は、ＬＡＫＩを通じてラーム国家樹立へ 道筋を作ろうとしているのかもしれない。●おわりに　
ＩＣＷにしろＬＡＫＩにしろ、
それぞれが汚職撲滅のために運動をしながらも協力関係はない。欧米のドナーとも関係が深く、寛容なイスラームを強調するＮＵとも関係を深め始めたＩＣＷとＦＰＩ
のようなイスラーム急進派が作り上げたＬＡＫＩとでは、汚職撲滅という目的の背後にある思想やイデオロギーは大きく異なる。政治的、社会的にこの二つの立場は対立関係にあることが多い。汚職撲滅という政治イシュ 世論 支持を得やすいだけに、汚職撲滅を訴え、具体的にも成果を る市民社会勢力ほど政治社会的に影響力を持っていく。 ま、汚職撲滅という政治アリーナでもヘゲモニー争いが始ま たといえるのかもしれない。（おかもと
　
まさあき／京都大学
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